
助
字
「
所
謂
」
の
語
性

二
四

助
字

「
所
謂
」
の
語
性

　
古
代
説
話
の
機
制

谷
　
　
口

孝
　
　
介

（
一
）

は
じ
め

に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

　
古
代
文
献
に
お
い
て
見
ら
れ
る
「
所
謂
」
に
は
、
説
話
行
為
の
機
制
を
支
え

る
特
徴
的
な
用
法
が
存
す
る
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
「
所
謂
」
の
語
性
を
検

討
し
っ
っ
、
こ
の
語
の
機
能
に
っ
い
て
言
及
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
た
と
え
ぱ
、
日
本
霊
異
記
、
上
巻
「
捉
レ
雷
縁
第
こ
は
次
の
一
文
で
結

ぱ
れ
て
い
る
。

　
　
所
謂
古
時
名
為
二
雷
岡
一
語
本
是
也
。

こ
の
場
合
の
「
所
謂
」
を
連
体
詞
と
し
て
「
古
時
」
を
の
み
修
飾
す
る
語
と
考

　
　
　
　
（
二
）

え
て
し
ま
う
と
、
文
意
は
不
明
瞭
に
た
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
た
い
。
ま
た
吾
妻

鏡
の
次
の
例
な
ど
も
た
ん
た
る
連
体
詞
と
は
考
え
ら
れ
な
い
箇
所
で
あ
る
。

　
　
（
元
暦
元
年
二
月
）
十
三
目
壬
申
。
平
氏
首
聚
二
干
源
九
郎

　
　
主
六
条
室
町
亭
ぺ
所
謂
通
盛
卿
。
忠
度
。
経
正
。
教
経
。

　
　
敦
盛
。
師
盛
。
知
章
。
経
俊
。
業
盛
。
盛
俊
等
首
也
。

こ
の
よ
う
た
例
は
何
も
特
殊
た
も
の
で
は
な
く
、
ど
う
や
ら
古
代
の
説
話
文
、

中
世
の
記
録
類
を
見
る
限
り
は
、
ほ
と
ん
ど
の
「
所
謂
」
が
右
と
同
様
の
用
法

で
あ
る
よ
う
だ
。

　
と
こ
ろ
が
現
行
の
国
語
辞
典
類
は
、
イ
ハ
ユ
ル
の
語
義
を
ほ
ぽ
現
代
語
の
用

法
と
等
し
く
記
述
し
て
い
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
小
学
館
の
『
日
本
国
語
大

辞
典
』
で
は
、
「
連
体
詞
」
と
し
て
「
動
詞
『
い
う
（
言
）
』
の
未
然
形
に
上
代

の
受
身
の
助
動
詞
『
ゆ
』
の
連
体
移
が
付
い
て
一
語
化
し
た
も
の
」
と
語
形
の

成
立
を
述
べ
た
後
に
、
「
世
問
一
般
に
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
般
に
そ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

た
と
え
ら
れ
て
い
る
」
と
解
義
し
て
い
る
。

　
右
に
み
た
イ
ハ
ユ
ル
の
語
義
記
述
に
対
し
て
、
近
刊
の
『
時
代
別
国
語
大
辞

典
室
町
時
代
編
こ
で
は
、
主
に
記
録
、
抄
物
の
用
例
を
掲
げ
て
、
そ
の
文
章
上

の
機
能
に
よ
り
三
種
に
分
類
、
記
述
し
て
い
る
。



　
　
¢
あ
る
事
柄
を
記
述
す
る
際
、
細
か
に
説
明
す
る
代
り
に
、
一
般
に
通
用

　
　
　
し
て
い
る
他
の
言
い
表
わ
し
方
や
類
義
語
で
言
い
代
え
る
場
合
に
用
い

　
　
　
る
。

　
　
　
前
述
の
事
柄
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
や
由
来
を
具
体
的
に
説
明
す
る
場

　
　
　
合
に
用
い
る
。

　
　
　
あ
る
言
語
・
文
章
の
典
拠
と
た
る
書
物
や
人
を
挙
げ
て
、
そ
の
言
語
．

　
　
　
文
章
を
引
用
す
る
場
合
に
－
用
い
る
。
典
拠
を
助
詞
「
に
」
で
導
く
。
～

　
　
　
に
い
わ
れ
て
い
る
、
の
音
心
。

こ
こ
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
現
在
通
用
の
「
所
謂
」
の
用
法
は
第
三
項
に
限
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
正
法
眼
蔵
に
は
二
二
一
例
と
い
う
他
文
献
を
は
る
か
に
し
の

ぐ
イ
ハ
ユ
ル
の
用
語
例
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
に
っ
い
て
田
島
銃
堂
氏
は
「
世
問

周
知
」
の
意
の
連
体
詞
の
類
は
み
あ
た
ら
た
い
と
さ
れ
、
「
前
文
の
敷
術
説
明
、

あ
る
い
は
例
を
挙
げ
る
や
う
な
文
脈
に
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
る
」
も
の
と
、
　
「
イ
ハ

ユ
ル
の
使
は
れ
る
直
前
の
場
面
、
文
脈
に
お
い
て
、
イ
ハ
ユ
ル
に
導
か
れ
る
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

が
あ
」
り
、
そ
れ
を
指
示
す
る
用
法
と
が
存
す
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
さ
ら

に
吾
妻
鏡
の
用
語
例
に
基
づ
い
た
、
貴
志
正
造
氏
の
次
の
よ
う
た
解
説
も
み
ら

れ
る
。

　
　
（
謂
フ
ト
コ
ロ
ハ
の
意
）
上
述
の
内
容
に
つ
い
て
さ
ら
に
具
体
的
に
説
明

　
　
す
る
場
合
に
用
い
る
語
。
そ
れ
に
っ
い
て
い
う
と
次
の
通
り
。
世
問
で
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）

　
　
わ
れ
て
い
る
の
意
の
用
例
は
ほ
と
ん
ど
た
い
。

　
　
　
　
　
助
字
「
所
謂
」
の
語
性

先
に
み
た
現
代
の
用
法
と
ほ
ぽ
等
し
い
語
義
記
述
を
し
て
い
た
、
従
来
の
国
語

辞
典
類
に
対
し
て
、
主
に
中
世
の
記
録
文
献
の
解
釈
を
通
し
て
、
イ
ハ
ユ
ル
の

よ
り
広
い
用
法
が
存
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
な
中
世
記
録
文
献
に
み
ら
れ
る
イ
ハ
ユ
ル
の
用
法
は
、

は
た
し
て
中
世
語
の
み
に
固
有
の
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
そ
れ
を
古
代

文
献
の
「
所
謂
」
に
こ
そ
特
徴
的
に
み
ら
れ
る
語
法
だ
と
考
え
た
い
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
前
掲
の
国
語
辞
典
は
和
語
イ
ハ
ユ
ル
の
語
捗
の
成
立
に
注
目
し
過
ぎ

た
結
果
、
そ
の
使
用
法
の
生
態
に
追
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
確
か

に
和
語
イ
ハ
ユ
ル
は
、

　
　
所
謂
は
伊
波
由
流
と
訓
べ
し
、
古
語
た
り
、
【
此
言
、
漢
籍
訓
に
あ
る
を

　
　
の
み
見
馴
て
、
古
言
に
あ
ら
じ
と
思
ふ
は
、
中
々
に
非
な
り
、
凡
て
古
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
ル
　
イ
ハ

　
　
の
漢
籍
訓
に
遺
れ
る
も
多
き
ぞ
か
し
、
伊
波
由
流
と
は
、
所
レ
言
と
云
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
）

　
　
と
な
り
、
流
六
を
由
流
と
云
は
、
古
言
の
格
た
り
】

と
早
く
本
居
宣
長
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
元
来
は
「
い
わ
れ
て
い
る
」
意
で
用

い
ら
れ
て
い
た
語
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
語
に
つ
い
て
大
事
た
こ
と
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
）

こ
の
よ
う
た
語
源
的
説
明
で
は
た
く
、
漢
語
「
所
謂
」
の
「
翻
読
語
」
と
し
て

固
定
し
き
た
っ
た
と
い
う
点
た
の
で
あ
る
。
古
代
文
献
に
お
げ
る
こ
の
語
の
用

法
に
つ
い
て
も
、
漢
語
「
所
謂
」
の
「
翻
読
語
」
で
あ
る
と
い
う
観
点
よ
り
見

直
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

二
五



助
字
「
所
謂
」
の
語
性

（
二
）
　
助
字
「
所
謂
」

の
語
性

　
古
代
文
献
の
「
所
謂
」
の
用
法
を
検
討
す
る
前
に
、
こ
こ
で
は
ま
ず
漢
語

「
所
謂
」
の
語
性
を
考
究
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
語
に
っ
い
て
、
た
と
え
ぱ

『
大
漢
和
辞
典
』
（
旧
版
）
で
は
「
い
ふ
と
こ
ろ
。
普
通
に
さ
う
言
つ
て
ゐ
る
。

い
は
れ
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
ど
う
や
ら
こ
の
解
釈
も
、
「
謂
１
１
言

う
」
と
い
う
語
源
的
解
釈
に
重
点
を
置
い
た
前
掲
の
国
語
辞
典
と
等
し
く
、
用

語
の
実
際
か
ら
帰
納
さ
れ
た
記
述
で
は
た
さ
そ
う
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
助
字
の
古
典
的
解
説
書
で
あ
る
清
、
劉
漠
『
助
字
弁
略
』
巻
四
に

は
次
の
よ
う
な
詳
細
な
こ
の
語
の
用
法
に
つ
い
て
の
解
説
が
載
っ
て
い
る
。

　
○
又
大
学
「
所
謂
修
レ
身
在
レ
正
二
其
心
一
者
。
」
「
所
謂
斉
二
其
家
一

　
在
レ
修
二
其
身
一
者
。
」
此
所
謂
在
二
首
句
引
欲
レ
有
レ
所
二
訓
釈
↓
故

　
挙
二
前
文
一
以
発
之
也
。
左
俵
隠
公
三
年
「
且
夫
賎
妨
１
貴
、

　
少
陵
１
長
、
遠
間
１
親
、
新
間
レ
旧
、
小
加
！
大
、
淫
破
レ
義
、
所
謂

　
六
逆
也
。
君
義
、
臣
行
、
父
慈
、
子
孝
、
兄
愛
、
弟
敬
、
所

　
謂
六
順
也
。
」
此
所
謂
在
二
末
句
↓
訓
釈
已
審
、
結
二
正
上

　
文
一
也
。
　
○
又
漢
書
高
帝
紀
「
高
帝
為
二
亭
長
↓
乃
以
二
竹
皮
一
為
レ

　
冠
、
令
二
求
盗
之
レ
蒔
治
↓
時
時
冠
之
。
及
。
貴
、
常
冠
、
所
謂

　
劉
氏
冠
也
。
」
此
言
劉
氏
冠
、
是
国
家
制
度
、
人
当
レ
知

　
之
、
而
其
制
度
所
二
原
起
↓
或
未
二
之
知
↓
故
云
此
竹
皮
冠
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六

　
即
所
謂
劉
氏
冠
者
也
。
凡
此
、
皆
是
引
証
之
文
。

こ
こ
で
は
助
字
「
所
謂
」
の
用
法
を
大
き
く
二
っ
に
分
げ
て
考
え
て
い
る
。
こ

と
に
今
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
そ
の
前
項
の
解
説
で
あ
る
。
そ
の
前
項
に
は

さ
ら
に
下
位
分
類
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
「
首
句
に
在
り
て
、

訓
釈
す
る
所
有
ら
ん
と
欲
す
れ
ぱ
、
故
に
前
文
を
挙
げ
以
っ
て
発
す
る
」
場
合

と
、
「
末
句
に
在
り
て
、
訓
釈
已
に
審
に
し
て
、
正
に
上
文
を
結
ぶ
」
場
合
と

が
あ
る
と
い
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
伊
藤
東
涯
『
操
鯛
字
訣
』
巻
二
に
も
「
ナ

ニ
ナ
ニ
ト
謂
フ
所
ハ
ト
引
用
テ
、
訓
釈
ス
ル
ナ
リ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
助
字

「
所
謂
」
が
「
訓
釈
」
に
か
か
わ
る
語
で
あ
る
こ
と
は
こ
れ
に
よ
っ
て
理
解
で

き
る
。
さ
ら
に
こ
の
語
の
機
能
に
つ
い
て
、
空
海
の
編
集
に
か
か
る
『
文
鏡
秘

府
論
』
巻
四
の
「
句
端
」
に
次
の
記
述
を
み
る
。

　
要
二
会
所
ヲ
帰
、
惣
二
上
義
一
也
。
謂
、
設
二
其
事
刈
可
レ
謂
レ
如
。
此
、
可
レ

　
比
レ
如
レ
此
也
。

つ
ま
り
「
所
謂
」
に
は
「
句
端
」
に
あ
っ
て
、
上
述
し
た
内
容
の
帰
結
点
を
要

約
す
る
働
き
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
見
解
を
う
げ
て
、
こ
こ
で
助
字
「
所
謂
」
の
構
文
上
の
機
能
と
し
て

注
意
し
て
お
か
な
げ
れ
ぱ
た
ら
な
い
こ
と
は
、
　
「
所
謂
」
が
上
文
を
う
け
と
め

て
、
下
文
を
導
き
出
す
働
き
を
担
う
点
で
あ
る
。
そ
れ
は
決
し
て
現
行
の
目
本

文
法
に
い
う
連
体
詞
と
し
て
、
下
文
（
あ
る
い
は
語
）
に
の
み
か
か
っ
て
ゆ
く

も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
助
字
「
所
謂
」
が
説
話
行
為
に
お
い



て
論
理
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
語
で
あ
る
点
に
も
留
意
し
て
お
き
た
い
。

　
「
所
謂
」
が
こ
の
よ
う
な
用
法
を
持
っ
に
至
っ
た
理
由
と
し
て
、
謂
字
埜
言

・
云
字
と
違
っ
て
判
断
を
下
す
場
合
に
用
い
ら
れ
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の

こ
と
に
関
し
て
は
、
荻
生
祖
株
『
訳
文
窒
蹄
』
巻
六
に
謂
字
が
以
．
為
字
と
同

じ
用
法
で
あ
る
こ
と
を
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
　
　
ス
　
ナ
リ
ト
　
　
　
　
オ
そ
　
ヘ
リ
　
　
ナ
リ
ト
　
　
　
　
　
　
テ

　
　
又
謂
字
ヲ
用
テ
モ
同
事
ナ
リ
　
謂
為
レ
盗
　
也
　
謂
」
為
盗
一
也
　
謂
レ

　
　
　
ヲ
ス
ト
オ
モ
ヲ
ヘ
リ
ト

　
　
月
為
レ
鏡
謂
二
月
為
一
鏡
一
又
謂
字
ハ
カ
リ
ヲ
用
ヒ
為
字
ハ
カ
リ
ヲ
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ヘ
リ
　
ニ
　
ヘ
リ
（
八
）

　
　
ル
コ
ト
モ
ア
リ
　
皆
同
義
ナ
リ
　
意
－
以
　
意
－
謂

謂
字
が
こ
の
よ
う
に
繋
詞
（
判
断
詞
）
的
用
法
を
持
っ
こ
と
と
、
さ
ら
に
大
典

『
文
語
解
』
巻
三
に
「
所
謂
ト
句
首
ニ
ア
リ
之
謂
也
ト
句
末
ニ
ア
リ
」
と
あ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
　
「
所
謂
」
に
も
謂
字
と
同
様
に
上
述
の
内
容
と
下
文
と
を
結

合
さ
せ
る
働
き
が
存
す
る
こ
と
の
必
然
性
が
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は

ち
ょ
う
ど
現
代
語
の
「
っ
ま
り
」
「
す
な
わ
ち
」
や
「
た
と
え
ば
」
と
同
様
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
）

機
能
を
持
つ
語
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
次
に
こ
の
よ
う
な
助
字
「
所
謂
」
が
、
中
国
の
ど
の
よ
う
な
文
献
に
用
い
ら

れ
て
い
る
の
か
を
み
た
が
ら
、
そ
の
用
法
を
検
討
し
て
お
き
た
い
。

　
ま
ず
古
代
の
漢
籍
に
お
い
て
は
、
孟
子
に
十
三
例
を
み
と
め
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
場
合
の
使
用
法
は
「
君
所
レ
謂
廠
者
」
（
梁
恵
王
、
下
）
や
「
如
二
琴

張
・
曾
哲
・
牧
皮
一
者
、
孔
子
之
所
レ
謂
狂
美
」
（
尽
心
、
下
）
な
ど
に
み
ら
れ

る
よ
う
に
、
前
掲
田
島
論
文
に
い
う
、
動
詞
「
謂
う
」
主
体
が
明
示
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　
助
字
「
所
謂
」
の
語
性

る
「
語
源
的
用
法
」
に
あ
た
る
も
の
が
多
く
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
『
日
本
国
語

大
辞
典
』
や
『
大
漢
和
辞
典
』
た
ど
の
記
述
が
適
合
す
る
用
法
だ
と
い
え
る
。

た
だ
こ
の
場
合
注
意
し
て
お
か
た
く
て
は
な
ら
枚
い
点
は
、
古
代
の
漢
籍
に
お

い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
全
体
が
会
話
文
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
孟
子
に
偏
差
し
て

表
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
っ
ま
り
こ
の
「
所
謂
」
の
淵
源
が
弁
論
に
お
い
て

使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
語
の
性
格
に
深
く
関
与
す
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　
次
い
で
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
『
助
字
弁
略
』
に
も
引
証
さ
れ
て
い
る
、

大
学
の
五
例
で
あ
る
。
大
学
は
朱
子
の
『
大
学
章
句
』
に
よ
る
と
、
「
修
身
．

正
心
・
誠
意
・
致
知
格
物
・
斉
家
・
治
国
・
平
天
下
」
を
説
く
本
来
の
曾
子
の

説
と
い
う
「
経
」
の
部
分
と
、
そ
の
経
文
に
曾
子
学
派
が
学
派
と
し
て
の
釈
義

を
加
え
た
「
伝
」
の
都
分
よ
り
な
る
と
い
う
。
大
学
に
み
ら
れ
る
五
例
は
い
ず

れ
も
、
こ
の
「
経
」
に
対
す
る
「
伝
」
の
第
六
章
か
ら
第
十
章
の
冒
頭
に
、
用
い

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
所
謂
」
に
よ
っ
て
起
筆
さ
れ
る
伝
五
章
は
、
先
に
述
べ

た
経
の
八
条
目
に
。
つ
い
て
、
訓
釈
・
解
義
（
価
値
付
げ
）
を
加
え
た
部
分
た
の

で
あ
る
。
そ
の
お
り
に
経
文
中
の
語
を
術
語
と
し
て
提
え
、
掲
出
す
る
働
き
を

「
所
謂
　
　
者
」
の
構
文
が
担
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
機
能
が
「
所
謂
」
の

本
質
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
同
様
の
用
法
で
次
の
よ
う
な
も
の
も
存
す
る
。
春
秋
左
氏
伝
の
文
公
二
年
八

月
に
み
え
る
、
宗
顧
の
祀
り
に
関
す
る
君
子
の
こ
と
ぱ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
七



　
　
　
　
　
助
字
「
所
謂
」
の
語
性

　
　
是
以
魯
頼
目
、
春
秋
匪
レ
解
、
享
祀
不
レ
武
。
皇
皇
后
帝
、

　
　
皇
祖
后
稜
。
君
子
目
、
礼
。
謂
其
后
稜
親
而
先
。
帝
也
。

　
　
詩
目
、
問
二
我
諸
姑
｛
遂
及
二
伯
姉
↓
君
子
目
、
礼
。
謂
其
姉

　
　
親
而
先
レ
姑
。

経
文
で
あ
る
毛
詩
の
魯
頚
、
閥
宮
と
地
風
、
泉
水
の
詩
句
を
君
子
が
解
義
し
て

い
る
箇
所
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
た
ん
に
「
謂
」
と
あ
る
だ
げ
だ
が
、
荻
生
但

殊
『
訓
訳
示
蒙
』
巻
五
に
「
所
ノ
字
ナ
ク
テ
モ
、
イ
ハ
ユ
ル
ト
ヨ
ム
コ
ト
ア

リ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
前
述
し
た
「
所
謂
」
の
訓
釈
の
用
法
と
同
様
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
場
合
の
謂
字
を
我
が
国
で
は
「
イ
フ
コ
コ
ロ
ハ
」
と
訓
む
場
合
が

多
い
。

　
中
世
の
漢
籍
に
お
い
て
は
、
文
選
に
古
言
を
「
引
証
」
し
て
段
落
を
い
い
ま

と
め
る
用
法
を
多
く
み
る
。

　
　
則
所
謂
「
生
二
繁
華
於
枯
葵
一
育
二
豊
肌
於
朽
骨
↓
」

こ
の
晋
、
劉
現
（
越
石
）
「
勧
進
表
」
（
巻
三
十
七
）
の
例
で
は
、
今
括
弧
で
く

く
っ
た
箇
所
が
引
用
部
分
で
あ
り
、
李
善
の
注
に
よ
る
と
、
前
半
は
周
易
の
大

過
に
、
後
半
は
春
秋
左
氏
伝
、
嚢
公
二
十
二
年
の
詞
に
そ
れ
ぞ
れ
基
づ
い
て
い

る
と
い
う
。
大
学
に
お
い
て
み
ら
れ
た
「
い
わ
ゆ
る
Ａ
は
Ｂ
で
あ
る
」
と
い
う

素
朴
た
文
型
が
、
文
選
で
は
「
こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
Ｂ
は
い
わ
ゆ
る
（
１
１
つ

ま
り
）
Ａ
の
こ
と
で
あ
る
」
と
修
辞
的
に
高
度
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
い
え

よ
う
。
こ
の
よ
う
な
「
所
謂
」
の
用
法
が
彫
琢
さ
れ
た
美
文
体
を
主
と
す
る
文

二
八

選
で
の
特
徴
的
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
の
一
方
口
頭
語
の
世
界
で
は
、
先
に
み
た
「
所
謂
」
の
機
能
の
本
質
は
保

ち
た
が
ら
、
よ
り
多
様
な
局
面
で
使
用
さ
れ
て
く
る
。
口
頭
語
を
多
く
保
存
す

る
と
い
う
世
説
新
語
に
は
こ
の
よ
う
な
「
所
謂
」
を
十
一
例
見
出
す
こ
と
が
で

き
る
。
捷
悟
篇
よ
り
一
例
を
掲
げ
る
。

　
　
脩
日
、
黄
絹
、
色
糸
也
、
於
レ
字
為
レ
絶
。
幼
婦
、
少
女
也
、
於
。

　
　
字
為
レ
妙
。
外
孫
、
女
子
也
、
於
レ
字
為
。
好
。
整
臼
、
受
レ
辛
也
、

　
　
於
。
字
為
レ
辞
。
所
謂
絶
妙
好
辞
也
。

右
は
曹
操
に
随
行
し
て
い
た
楊
俺
が
曹
蛾
碑
の
裏
に
あ
っ
た
、
　
「
黄
絹
・
幼
婦

・
外
孫
・
窪
臼
」
の
析
字
文
を
読
み
解
い
た
こ
と
ぱ
で
あ
る
。
そ
の
説
話
の
末

尾
に
解
読
の
結
果
を
「
所
謂
絶
妙
好
辞
也
」
と
い
い
ま
と
め
て
い
る
。
口
語
訳

と
し
て
は
「
っ
ま
り
」
「
す
な
わ
ち
」
な
ど
と
あ
り
た
い
箇
所
で
あ
る
。
中
世

に
お
い
て
こ
の
世
説
新
語
と
言
語
相
を
等
し
く
す
る
も
の
と
し
て
、
漢
訳
仏
典

が
挙
げ
ら
れ
る
。
後
秦
、
鳩
摩
羅
什
訳
の
妙
法
蓮
華
経
に
っ
い
て
み
る
と
、
七

例
の
「
所
謂
」
が
見
出
せ
る
。

　
　
仏
所
二
成
就
↓
第
一
希
有
。
難
解
之
法
。
唯
仏
与
レ
仏
。
乃

　
　
能
究
二
尽
諸
法
実
相
↓
所
謂
諸
法
。
如
レ
是
相
。
如
！
是
性
。

　
　
如
レ
是
体
。
如
レ
是
力
。
如
レ
是
作
。
如
レ
是
因
。
如
レ
是
縁
。
如
レ
是

　
　
果
。
如
レ
是
報
。
如
。
是
本
末
究
寛
等
。

右
は
方
便
品
の
十
如
是
を
列
挙
す
る
箇
所
だ
が
＾
他
の
場
合
も
説
法
に
お
い
て



抽
象
的
な
概
念
（
術
語
）
を
取
り
出
し
て
、
そ
の
具
体
相
を
説
明
的
に
列
挙
す

る
場
合
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
た
お
稿
老
に
は
正
確
は
期
し
が
た
い
が
、
岩
波

文
庫
本
の
サ
ソ
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
か
ら
の
口
語
訳
の
対
応
す
る
箇
所
が
「
す
な

わ
ち
」
（
上
六
九
頁
、
下
二
九
一
頁
淀
ど
）
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
、
こ
の
際

参
照
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
世
説
新
語
と
漢
訳
仏
典
と
に
通
じ
て
い
え
る
こ
と
だ
が
、
こ
れ
ら

の
文
献
の
場
合
、
動
詞
「
言
う
」
主
体
が
明
示
さ
れ
て
い
る
「
語
源
的
用
法
」

に
つ
い
て
は
、

　
　
如
二
其
所
乙
言
。
（
世
説
、
術
解
篇
）

　
　
如
二
汝
所
乙
言
。
（
法
華
経
、
妙
荘
厳
王
本
事
品
）

と
い
う
よ
う
に
、
意
識
的
に
言
字
を
便
用
し
て
い
る
様
子
が
窺
わ
れ
る
。
こ
の

こ
と
は
、
「
所
謂
」
と
い
う
語
が
こ
の
時
点
で
、
「
語
源
的
用
法
」
か
ら
助
字
へ

と
分
化
し
て
い
る
こ
と
を
証
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
こ
ま
で
み
て
き
た
こ
と
に
ょ
っ
て
、
前
節
で
み
た
我
が
国
の
中
世
記
録
文

献
の
解
釈
を
通
し
て
知
ら
れ
た
イ
ハ
ユ
ル
の
用
法
が
、
実
は
中
国
に
お
げ
る
助

字
「
所
謂
」
の
語
性
を
そ
の
背
後
に
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
た
と

考
え
ら
れ
る
。

（
三
）
　
古
代
文
献
に
お
け
る

「
所
謂
」

前
節
に
お
い
て
助
字
「
所
謂
」
の
語
性
を
検
討
し
て
知
ら
れ
た
用
法
が
、

　
　
　
　
助
字
「
所
謂
」
の
語
性

我

が
国
の
古
代
文
献
に
お
い
て
も
同
様
に
み
ら
れ
る
、
つ
ま
り
イ
ハ
ユ
ル
と
い
う

語
が
漢
語
「
所
謂
」
の
「
翻
読
語
」
で
あ
る
こ
と
を
、
本
節
で
は
用
語
例
に
沿

い
つ
つ
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
ま
ず
次
の
よ
う
な
も
の
は
、
前
節
の
古
代
漢
語
の
と
こ
ろ
で
み
た
孟
子
の
場

合
に
対
応
す
る
、
　
「
謂
１
１
言
う
」
主
体
が
明
示
さ
れ
て
い
る
「
語
源
的
用
法
」

の
例
で
あ
る
。

　
　
汝
所
レ
謂
之
言
、
何
言
。
（
古
事
記
、
中
巻
、
崇
神
記
）

　
　
此
世
人
所
レ
謂
、
反
矢
可
レ
畏
之
縁
。
（
目
本
書
紀
、
神
代
下
、
第

　
　
九
段
本
文
）

し
か
し
な
が
ら
こ
の
よ
う
な
「
語
源
的
用
法
」
は
あ
ま
り
多
く
は
み
ら
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ル
ル
イ
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
〇
）

既
に
本
居
宣
長
も
「
所
！
言
と
は
、
上
に
云
る
を
指
て
云
り
」
と
い
い
、
あ
る

い
は
『
和
英
語
林
集
成
』
に
も
、

　
　
弓
ゴ
¢
邑
Ｕ
◎
き
昌
８
巨
ｏ
畠
ｐ
邑
冒
易
巴
３
け
プ
¢
ｏ
り
巴
３
亭
¢
ｏ
ｏ
◎
－
ｓ
寿
ｐ

と
あ
る
よ
う
に
ー
、
こ
の
語
の
働
き
が
上
文
を
受
げ
る
点
に
あ
る
こ
と
は
確
か
で

あ
る
。
し
か
し
そ
の
こ
と
の
指
摘
だ
げ
で
は
、
「
所
謂
」
の
機
能
を
正
確
に
把

捉
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
前
節
で
『
助
字
弁
略
』
に
っ
い
て
み
た
よ
う
に
、

上
文
を
挙
げ
て
訓
釈
す
る
、
あ
る
い
は
上
述
の
内
容
を
古
言
な
ど
を
「
引
証
」

し
て
い
い
ま
と
め
る
機
能
を
お
さ
え
て
お
か
た
く
て
は
た
ら
た
い
。

　
古
言
な
ど
を
「
引
証
」
し
て
結
文
す
る
も
の
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も
の
が

み
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九



　
　
　
助
字
「
所
謂
」
の
語
性

　
夫
常
陸
国
者
、
堺
是
広
大
、
地
亦
緬
麹
。
土
壌
沃
墳
、

　
原
野
肥
術
。
墾
発
之
処
、
山
海
之
利
。
人
人
自
得
、
家

　
家
足
饒
。
設
有
下
身
労
二
耕
転
一
力
蜴
二
紡
蚕
一
老
〃
立
即
可
レ

　
取
二
富
豊
一
自
然
応
。
免
二
貧
窮
↓
況
復
求
二
塩
魚
味
↓
左
山
右

　
海
、
植
レ
桑
種
レ
麻
、
後
野
前
原
。
所
謂
水
陸
之
府
蔵
、
物

　
産
之
膏
膜
。
古
人
云
二
常
世
之
国
刈
蓋
疑
此
地
。
（
常
陸
国

　
風
土
記
、
総
記
）

　
但
惟
下
僕
稟
性
難
レ
彫
、
闇
神
魔
レ
螢
。
握
レ
翰
腐
レ
毫
、
対
レ
研

　
忘
レ
渇
。
終
目
目
流
綴
之
不
レ
能
。
所
謂
文
章
天
骨
習
之

　
不
レ
得
也
。
（
萬
葉
集
、
巻
十
七
、
大
伴
家
持
、
三
月
五
目
詩
序
）

こ
れ
ら
の
場
合
は
い
ず
れ
も
、
彫
琢
を
き
わ
め
た
美
文
体
で
の
使
用
で
あ
っ
て
、

前
節
で
み
た
文
選
の
例
と
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
是
以
、
自
レ
古
迄
。
今
、
祥
瑞
時
見
、
以
応
二
有
徳
↓
其
類
多

　
夷
。
所
謂
、
鳳
鳳
・
験
麟
・
白
雑
・
白
烏
、
若
レ
斯
鳥
獣
、
及
二

　
干
草
木
一
有
二
符
応
一
者
、
皆
是
、
天
地
所
レ
生
、
休
祥
嘉
瑞

　
也
。
（
目
本
書
紀
、
孝
徳
紀
、
白
雑
元
年
二
月
）

右
は
詔
の
な
か
の
例
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
は
「
祥
瑞
」
を
具
体
的
に
説
明
す

る
箇
所
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
た
用
法
の
よ
り
彬
式
化
さ
れ
た
か
た

ち
が
、
前
節
で
漢
訳
仏
典
に
っ
い
て
み
た
、
具
体
例
を
列
挙
し
て
説
明
す
る
用

法
で
あ
る
。
こ
れ
は
我
が
国
に
お
い
て
も
多
く
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇

　
時
伊
装
再
尊
、
脹
満
太
高
。
上
有
二
八
色
雷
公
↓
（
中
略
）

　
所
謂
八
雷
者
、
在
。
首
目
二
大
雷
一
在
レ
胸
目
二
火
雷
一
在
レ
腹
目
二

　
土
雷
↓
在
レ
背
目
二
稚
雷
「
在
。
尻
目
二
黒
雷
｛
在
レ
手
日
二
山
雷
引

　
在
二
足
上
一
日
二
野
雷
一
在
二
陰
上
一
日
二
裂
雷
｝
（
日
本
書
紀
、
神
代
上
、

　
第
五
段
一
書
第
九
）

　
其
後
、
素
菱
鳴
神
、
奉
二
為
目
神
一
行
甚
無
状
。
種
々
凌

　
侮
。
所
謂
、
段
畔
〔
古
語
、
阿
波
那
知
。
〕
・
埋
溝
〔
古
語
、
美
曾
宇

　
美
。
〕
・
放
樋
〔
古
語
、
斐
波
那
知
。
〕
・
重
播
〔
古
語
、
志
伎
麻
伎
。
〕
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

　
刺
串
〔
古
語
、
久
志
佐
志
。
〕
・
生
剥
・
逆
剥
・
尿
戸
。
（
古
語
拾
遺
）

　
必
資
二
四
恩
之
徳
一
是
保
二
五
陰
之
体
↓
所
謂
四
恩
者
、
一

　
父
母
、
二
国
王
、
三
衆
生
、
四
三
宝
。
（
空
海
、
講
二
演
仏
経
一

　
報
二
四
恩
徳
一
表
白
、
性
霊
集
、
巻
八
）

こ
と
に
初
め
の
日
本
書
紀
の
例
は
、
説
話
末
に
て
伝
承
内
容
中
の
語
を
提
え
て

注
釈
を
加
え
て
い
る
点
、
興
味
深
い
。
記
紀
に
は
こ
の
用
法
が
多
い
の
だ
が
、

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
次
節
で
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。

次
の
よ
う
な
も
の
は
、
上
文
を
挙
げ
て
訓
釈
す
る
も
の
の
中
で
も
、
大
学
や

左
氏
伝
の
場
合
で
み
た
経
文
を
挙
げ
て
釈
義
す
る
も
の
と
、
よ
く
対
応
す
る
も

の
で
あ
る
。

　
或
人
説
二
第
一
謡
歌
盲
、
其
歌
所
謂
、
波
魯
々
々
傭
、
渠

　
騰
曾
枳
挙
楡
屡
、
之
麻
能
野
父
播
羅
、
此
即
宮
殿
接
二



　
起
於
嶋
大
臣
家
一
而
中
大
兄
、
与
二
中
臣
鎌
子
連
一
密
図
二

　
大
義
一
謀
レ
致
二
入
鹿
乏
兆
也
。
（
目
本
書
紀
、
皇
極
紀
、
四
年
六

　
月
）

こ
れ
は
皇
極
三
年
六
月
の
「
蓬
蓬
に
　
言
そ
聞
ゆ
る
　
嶋
の
藪
原
」
を
は
じ
め

と
す
る
三
首
の
「
謡
歌
」
を
、
大
化
の
ク
ー
デ
タ
ｉ
の
後
、
一
年
前
の
あ
の
歌

は
実
は
、
今
回
の
事
件
の
前
兆
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
解
読
し
て
い
る
都
分
で
あ

る
。
こ
れ
は
原
語
を
取
り
上
げ
そ
れ
を
術
語
と
し
て
価
値
付
げ
、
解
義
す
る
と

い
う
、
「
所
謂
」
の
用
法
が
よ
く
理
解
で
き
る
例
で
あ
る
。

　
直
前
の
語
の
説
明
の
た
め
に
、
文
脈
を
無
視
し
て
「
所
謂
」
の
導
く
文
が
は

さ
み
こ
ま
れ
る
場
合
も
あ
る
。

　
其
於
二
泉
津
平
誓
或
所
謂
泉
津
平
坂
者
、
不
三
復
別
有
二

　
処
所
一
但
臨
レ
死
気
絶
之
際
、
是
之
謂
与
。
所
。
塞
盤
石
、

　
是
謂
二
泉
門
塞
之
大
神
一
也
。
（
目
本
書
紀
、
神
代
上
、
第
五
段
一

　
書
第
六
）

「
其
於
二
泉
津
平
坂
一
」
は
「
所
レ
塞
盤
石
」
に
続
く
文
脈
で
あ
る
の
だ
が
、
「
泉

津
平
坂
」
に
。
つ
い
て
の
説
明
か
「
所
謂
　
　
者
」
の
構
文
に
よ
っ
て
挿
入
さ
れ

　
　
　
　
（
二
一
）

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
挿
入
句
的
用
法
は
古
事
記
に
お
い
て
は
割
注
の
彬
式

で
あ
ら
わ
れ
る
。

　
副
二
五
処
之
屯
宅
一
以
献
。
〔
所
謂
五
村
屯
宅
者
、
今
葛
城

　
之
五
村
苑
人
也
。
〕
（
古
事
記
、
下
巻
、
安
康
記
）

　
　
　
　
助
字
「
所
謂
」
の
語
性

上
文
を
挙
げ
、
も
し
く
は
指
示
し
て
説
明
を
施
す
点
で
は
異
な
ら
た
い
が
、
風

土
記
こ
と
に
出
雲
国
風
土
記
に
は
次
の
よ
う
な
特
徴
的
な
用
法
が
存
す
る
。

　
神
名
火
山
郡
家
東
北
九
里
糾
歩
。
高
二
百
冊
丈
、
周

　
　
一
十
四
里
。
所
謂
佐
太
大
神
杜
、
即
彼
山
下
也
。
（
出
雲

　
国
風
土
記
、
秋
鹿
郡
）

　
恵
曇
浜
（
中
略
）
其
中
通
レ
川
、
北
流
入
二
大
海
イ
（
割
注
略
）

　
自
二
川
ｐ
至
二
南
方
田
辺
一
之
問
、
長
一
百
八
十
歩
、
広
　
一

　
丈
五
尺
。
源
者
田
水
也
。
上
文
所
謂
佐
太
川
西
源
、
是

　
同
処
実
。
（
同
右
）

い
ず
れ
の
場
合
も
地
誌
を
記
述
す
る
に
際
し
て
、
既
出
の
地
名
な
ど
を
指
示
す

る
働
き
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
今
挙
げ
た
二
例
に
っ
い
て
み
れ
ぱ
、

前
者
は
『
目
本
古
典
文
学
大
系
』
で
は
ほ
ぽ
一
頁
前
の
神
杜
名
を
列
記
し
た
箇

所
に
「
佐
太
御
子
杜
」
（
一
五
六
頁
）
と
あ
る
。
後
者
の
場
合
も
ほ
ぽ
一
頁
前

の
川
の
名
を
列
記
し
た
箇
所
に
「
佐
太
川
　
源
有
１
二
。
〔
東
水
源
嶋
根
郡
所
謂

多
久
川
是
也
。
西
水
源
出
二
秋
鹿
郡
渡
村
ご
」
（
ニ
ハ
○
頁
）
と
あ
る
そ
の
割
注

部
を
指
示
す
る
。
ち
な
み
に
そ
の
割
注
に
み
ら
れ
る
「
多
久
川
」
も
嶋
根
郡
に

既
出
し
て
い
る
。
ま
た
斐
伊
川
の
場
合
は
出
雲
郡
の
既
出
を
う
げ
て
、
仁
多
郡

で
「
所
謂
斐
伊
河
上
」
と
記
述
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
出
雲
国
風
土
記
に
お
い

て
、
各
郡
ご
と
の
撰
述
の
後
、
全
体
に
わ
た
っ
て
整
序
が
加
え
ら
れ
た
徴
証
と

み
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一



　
　
　
　
　
助
字
「
所
謂
」
の
語
性

　
こ
の
よ
う
に
我
が
国
の
古
代
文
献
中
の
「
所
謂
」
に
つ
い
て
も
、
前
節
ま
で

に
み
て
き
た
漢
語
「
所
謂
」
の
語
性
を
負
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

　
時
代
が
下
っ
て
く
る
と
、
こ
の
「
所
謂
」
は
主
に
記
録
文
献
に
屡
見
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
。
今
昔
物
語
集
の
十
七
例
も
同
一
線
上
に
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
こ
の
十
七
例
は
明
ら
か
枚
偏
差
を
示
し
て
い
る
。
十
七
例
の
う
ち
八

例
ま
で
が
異
朝
、
七
例
が
本
朝
仏
法
、
残
り
の
二
例
が
本
朝
世
俗
で
あ
る
。
さ

ら
に
本
朝
仏
法
の
七
例
の
う
ち
四
例
ま
で
が
、
法
華
験
記
に
出
典
を
持
つ
も
の

で
あ
る
。
こ
の
偏
差
は
「
所
謂
」
が
漢
語
文
脈
を
離
れ
て
は
存
在
し
た
い
こ
と

を
証
し
て
い
よ
う
。
そ
の
解
釈
に
あ
た
っ
て
も
そ
の
語
性
を
念
頭
に
置
い
て
お

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
一
例
の
み
挙
げ
て
お
く
。

　
　
此
レ
ニ
依
テ
、
浄
尊
、
世
間
二
人
ノ
望
ミ
離
タ
ル
食
ヲ
求
テ
命
ヲ
継
テ
、

　
　
仏
道
ヲ
願
フ
。
所
謂
ル
、
牛
・
馬
ノ
肉
村
也
。
　
（
巻
十
五
、
鎮
西
餌
取
法

　
　
師
往
生
語
第
二
十
八
）

右
の
傍
線
部
に
対
し
て
「
意
訳
す
れ
ぽ
、
そ
こ
で
世
人
の
忌
み
嫌
う
牛
馬
の
肉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
；
一
）

を
口
に
す
る
仕
儀
と
相
成
り
ま
し
た
」
と
注
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
所
謂
」

の
用
法
に
っ
い
て
の
理
解
が
充
分
で
な
い
解
釈
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の

場
合
は
上
文
の
「
人
ノ
望
ミ
離
タ
ル
食
」
を
指
示
し
て
、
そ
れ
を
具
体
的
に
説

明
す
る
挿
入
句
的
用
法
で
あ
る
。
こ
の
期
の
文
献
に
っ
い
て
い
え
ぱ
、
こ
の
種

の
用
法
が
多
数
を
占
め
て
い
る
。

　
　
又
四
条
大
納
言
者
相
如
之
弟
子
也
。
勿
撰
二
朗
．
詠
集
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二

　
　
之
時
、
多
入
二
相
如
作
↓
所
謂
蜀
茶
漸
忘
二
浮
花
味
斗
拝
樵

　
　
蘇
往
反
之
句
。
有
二
何
秀
発
一
乎
。
（
江
談
抄
、
巻
五
）

　
　
必
ず
し
も
よ
み
す
ゑ
ね
ど
も
自
ら
知
ら
る
二
文
字
あ
り
。
い
は
ゆ
る
暁
天

　
　
落
花
・
雲
間
郭
公
・
海
上
明
月
、
こ
れ
ら
の
ご
と
く
は
、
第
二
の
文
字
は

　
　
必
ず
し
も
よ
ま
ず
、
皆
下
の
題
を
よ
む
に
具
し
て
聞
ゆ
る
文
字
た
り
。

　
　
（
無
名
抄
、
題
心
事
）

　
　
（
建
久
六
年
十
二
月
）
十
六
日
丁
卯
。
於
二
伊
豆
国
願
成
就

　
　
院
－
可
レ
奉
レ
崇
二
鎮
守
一
由
、
有
二
其
沙
汰
↓
是
去
比
、
寺
中
毎

　
　
夜
有
二
怪
異
等
一
。
所
謂
或
以
二
飛
礫
一
打
二
破
堂
舎
扉
↓
天
井

　
　
動
揺
如
二
人
之
歩
一
云
六
。
（
吾
妻
鏡
）

　
　
当
寺
の
楽
は
、
よ
く
図
を
調
べ
あ
は
せ
て
、
物
の
め
で
た
く
と
と
の
ほ
り

　
　
侍
る
事
、
外
よ
り
も
す
ぐ
れ
た
り
。
故
は
、
太
子
の
御
時
の
図
、
今
に
侍

　
　
る
を
は
か
せ
と
す
。
い
は
ゆ
る
六
時
堂
の
前
の
鐘
な
り
。
　
（
徒
然
草
、
二

　
　
百
二
十
段
）

い
ず
れ
も
直
前
の
語
（
波
線
部
）
を
う
げ
て
具
体
的
に
説
明
す
る
挿
入
句
的
用

法
で
あ
る
。
ち
な
み
に
最
後
の
徒
然
草
の
例
に
っ
い
て
高
階
楊
順
『
徒
然
草
句

解
』
（
寛
文
元
年
刊
）
に
「
所
謂
と
書
前
に
い
ふ
所
と
い
ふ
義
也
、
髪
に
て
は

上
に
い
へ
る
所
の
図
を
さ
す
」
と
妥
当
な
解
釈
を
み
る
。
名
数
に
っ
い
て
具
体

名
を
列
挙
す
る
用
法
も
多
く
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
む
か
し
梨
壼
の
い
つ
っ
の
人
と
い
ひ
て
、
歌
に
巧
み
狂
る
老
あ
り
。
い
は



　
ゆ
る
大
中
臣
能
宣
、
清
原
元
輔
、
源
順
、
紀
時
文
、
坂
上
望
城
ら
こ
れ
な

　
り
。
（
後
拾
遺
集
、
序
）

　
山
僧
愁
状
可
二
奏
聞
↓
伴
奏
状
八
人
僧
綱
四
人
加
二
署

　
名
一
今
四
人
不
レ
加
之
。
所
謂
大
僧
都
教
円
、
頼
寿
（
割
注

　
略
）
、
律
師
頼
賢
、
慶
範
（
割
注
略
）
、
等
也
。
（
春
記
、
長
暦
二
年

　
十
月
二
十
七
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
声
－

　
御
産
安
然
、
其
期
侯
僧
五
人
也
。
所
謂
仁
和
寺
宮
寛

　
助
僧
正
、
行
尊
僧
正
、
仁
実
法
眼
、
頼
基
律
師
、
雅
延

　
法
橋
、
顕
覚
阿
閣
梨
等
也
。
（
長
秋
記
、
元
永
二
年
五
月
二
十
八

　
日
）

　
江
匡
房
記
云
、
和
歌
道
二
取
テ
往
年
六
人
ノ
党
ア
リ
。
所
謂
範

　
永
・
棟
仲
・
頼
実
・
兼
長
・
経
衡
・
頼
家
等
也
。
（
十
訓
抄
、
第

　
　
一
可
。
定
二
心
操
振
舞
一
事
、
五
十
三
話
）

こ
の
よ
う
に
記
録
文
献
を
中
心
に
み
ら
れ
る
「
所
謂
」
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

直
前
の
語
を
指
示
し
て
説
明
、
挙
例
す
る
挿
入
句
的
用
法
で
あ
る
。
室
町
期
の

故
実
書
で
あ
る
『
書
簡
故
実
』
に
ー
「
所
謂
〔
其
子
細
ハ
是
ト
云
儀
也
〕
」
と
あ

る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

　
　
　
（
四
）
小
　
　
結

漢
語
「
所
謂
」
の
助
字
と
し
て
の
機
能
に
つ
い
て
は
、
前
節
ま
で
に
大
略
述

　
　
　
助
字
「
所
謂
」
の
語
性

べ
得
た
と
考
え
る
。
そ
こ
で
最
後
に
そ
の
よ
う
な
「
所
謂
」
に
よ
っ
て
導
か
れ

る
都
分
が
、
説
話
行
為
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
、
言
及
し
て

お
き
た
い
。

既
に
前
節
で
多
少
触
れ
た
が
、
記
紀
風
土
記
に
み
え
る
「
所
謂
」
は
説
話
末

に
あ
っ
て
、
伝
承
内
容
中
の
一
語
を
取
り
出
し
、
そ
の
伝
承
を
説
話
す
る
現
在

か
ら
価
値
付
げ
る
働
き
を
担
っ
て
い
る
。

　
ａ
故
其
所
謂
黄
泉
比
良
坂
者
、
今
謂
二
出
雲
国
之
伊
賦

　
　
夜
坂
一
也
。
（
古
事
記
、
上
巻
）

　
ｂ
所
謂
久
延
毘
古
者
、
於
今
老
、
山
田
之
曾
富
騰
者
也
。

　
　
（
同
右
）

Ｃ
所
謂
五
村
屯
宅
者
、
今
葛
城
之
五
村
苑
人
也
。
（
既

出
、
割
注
）

ｄ
所
謂
堅
間
是
今
之
竹
籠
也
。
（
目
本
書
紀
、
神
代
下
、
第
十

段
一
書
第
一
）

ｅ
所
謂
大
田
六
根
子
、
今
三
輪
君
等
之
始
祖
也
。
　
（
目

本
書
紀
、
崇
神
紀
、
八
年
十
二
月
）

ｆ
所
謂
野
見
宿
彌
、
是
土
部
連
等
之
始
祖
也
。
（
日
本
書

紀
、
垂
仁
紀
、
三
十
二
年
七
月
）

ｇ
所
謂
王
仁
者
、
是
書
首
等
之
始
祖
也
。
（
目
本
書
紀
、
応

神
紀
、
十
六
年
二
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
二



　
　
　
　
　
助
字
「
所
謂
」
の
語
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
１
（
一
四
）

　
　
ｈ
所
謂
其
池
、
今
号
二
椎
井
一
也
。
（
常
陸
国
風
土
記
、
行
方
郡
）

　
　
ｉ
所
謂
丹
塗
矢
者
、
乙
訓
郡
杜
坐
、
火
雷
神
在
。
　
（
逸
文

　
　
　
山
城
国
風
土
記
、
釈
目
本
紀
、
巻
九
）

　
　
ｊ
斯
所
謂
竹
野
郡
奈
具
杜
坐
、
豊
宇
賀
能
売
命
也
。

　
　
　
（
逸
文
丹
後
国
風
土
記
、
古
事
記
裏
書
）

　
　
ｋ
所
謂
闘
宗
神
宮
、
是
也
。
（
逸
文
肥
後
国
風
土
記
、
釈
目
本
紀
、

　
　
　
巻
十
）

説
話
末
に
位
置
す
る
「
所
謂
」
に
導
か
れ
る
部
分
を
挙
げ
て
み
た
の
だ
が
、
三

文
献
を
通
じ
て
い
え
る
こ
と
は
、
傍
線
を
付
し
た
と
こ
ろ
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、

「
所
謂
」
が
指
示
す
る
伝
承
内
容
中
の
語
を
「
今
」
の
事
物
と
関
係
付
げ
て
解

釈
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
風
土
記
の
・
１
ｊ
に
は
「
今
」
と
い
う
語
は
た
い
が
、

「
坐
」
「
在
」
と
は
神
の
現
前
に
他
た
ら
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
「
所
謂
」
は
伝

承
を
説
話
す
る
現
在
か
ら
、
価
直
付
げ
る
鍵
と
な
る
語
を
取
り
出
す
機
能
を
担

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
同
時
に
こ
の
部
分
を
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
伝
承

の
価
値
付
げ
の
差
異
も
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
。
つ
ま
り
目
本
書
紀
に
お
い
て

は
氏
族
起
源
説
明
と
し
て
の
説
話
行
為
が
み
て
と
れ
る
し
（
ｅ
ｆ
９
）
、
風
土

記
に
っ
い
て
は
神
杜
の
縁
起
と
し
て
意
味
付
げ
ら
れ
た
説
話
行
為
が
み
ら
れ
る

（
ｉ
ｊ
ｋ
）
。
こ
の
よ
う
に
伝
承
を
価
値
付
げ
つ
つ
現
前
す
る
説
話
の
機
制
を
支

え
る
も
の
と
し
て
、
「
所
謂
」
は
機
能
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
説
話
の
機
制
を
さ
ら
に
第
二
節
で
み
た
「
経
」
と
「
伝
」
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四

関
係
を
重
ね
な
が
ら
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
貝
塚
茂
樹
氏
の

次
の
菱
言
は
示
竣
的
で
あ
る
。

　
　
戦
国
末
の
韓
非
子
は
、
『
春
秋
左
氏
伝
』
を
成
書
と
し
て
利
用
し
た
最
初

　
　
の
思
想
家
で
あ
る
が
、
春
秋
戦
国
時
代
の
歴
史
物
語
を
ふ
ん
だ
ん
に
引
用

　
　
し
て
議
論
を
立
て
た
。
そ
の
典
型
は
内
儲
説
、
外
儲
説
の
諸
篇
で
あ
る
。

　
　
内
儲
説
を
例
に
。
と
る
と
、
最
初
に
参
観
、
必
罰
、
賞
誉
、
一
聴
、
詑
使
、

　
　
挾
智
、
倒
、
言
の
七
章
に
分
げ
た
綱
領
を
「
経
」
と
し
て
あ
げ
る
。
そ
れ
に

　
　
つ
づ
い
た
各
項
ご
と
に
こ
れ
の
例
証
と
た
る
説
話
が
い
く
つ
か
つ
げ
ら
れ
、

　
　
「
経
」
に
た
い
し
「
伝
」
と
題
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
『
春
秋

　
　
経
』
に
た
い
す
る
『
左
氏
伝
』
か
ら
連
想
さ
れ
た
発
想
と
思
わ
れ
る
。

　
　
「
経
」
が
成
文
の
書
物
で
あ
る
の
に
た
い
し
て
、
こ
れ
を
例
証
す
る
説
話

　
　
が
「
伝
」
と
名
づ
げ
ら
れ
た
の
は
、
そ
れ
が
口
頭
で
伝
承
さ
れ
て
い
た
か

　
　
ら
で
あ
ろ
う
。
あ
る
説
話
の
次
に
「
一
目
く
」
と
し
て
、
そ
の
異
伝
を
つ

　
　
げ
加
え
た
も
の
が
、
か
な
り
見
出
さ
れ
る
。
成
文
の
書
物
に
ま
だ
ま
と
ま

　
　
っ
て
定
着
し
な
い
以
前
、
口
頭
で
伝
承
し
た
た
め
、
こ
の
よ
う
に
説
話
の

　
　
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ソ
が
発
生
し
、
分
化
し
て
い
た
有
様
を
よ
く
示
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
五
）

　
　
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

長
い
引
用
に
な
っ
た
が
、
こ
こ
に
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
仏
伝
、
変
文
を
は

じ
め
、
我
が
国
の
日
本
霊
異
記
の
説
話
末
の
経
典
の
引
証
、
ひ
い
て
は
今
昔
物

語
集
の
コ
ト
と
し
て
の
「
　
語
」
と
い
う
題
目
と
そ
れ
の
説
話
行
為
と
し
て



　
　
　
（
一
六
）

の
説
話
内
容
な
ど
、
広
く
説
話
な
る
も
の
の
あ
り
方
を
本
質
的
に
照
射
す
る
見

解
と
い
え
る
。
説
話
の
本
質
を
こ
の
よ
う
に
「
経
」
に
対
す
る
「
伝
」
に
み
る

時
、
そ
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ヨ
ソ
の
価
値
は
「
経
」
を
説
話
者
が
い
か
に
解
釈

（
価
値
付
げ
）
す
る
か
に
か
か
る
。
換
言
す
れ
ぱ
説
話
と
は
「
経
」
の
「
述
語

　
　
（
一
七
）

的
差
異
化
」
に
よ
る
絶
え
ざ
る
増
殖
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
に
説
話
の
方
法
を
「
異
伝
」
の
増
殖
と
捉
え
る
な
ら
ぱ
、
そ
の
モ

デ
ル
を
言
語
学
で
い
う
「
範
列
関
係
」
に
求
め
得
よ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
八
）

「
紀
二
遠
近
一
別
二
同
異
一
」
あ
る
い
は
「
錯
レ
経
以
合
レ
異
」
と
い
わ
れ
る
歴
史

の
方
法
は
「
異
伝
」
の
統
合
す
な
わ
ち
「
連
辞
関
係
」
と
類
比
的
に
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
平
田
篤
胤
が
歴
史
を
構
築
す
る
に
あ
た
っ
て
、
次

の
よ
う
に
「
異
説
」
の
糾
合
を
そ
の
方
法
と
し
た
の
も
当
然
の
こ
と
と
い
え
よ

（
一
九
）

う
ｏ　

　
己
い
か
で
其
神
世
の
異
説
を
正
し
明
し
、
国
史
に
遺
漏
れ
る
古
伝
を
、
傍

　
　
の
書
等
よ
り
撫
ひ
採
り
て
、
一
貫
に
見
通
す
べ
く
、
別
に
継
り
記
し
て
試

　
　
ぱ
や
と
思
ひ
設
た
れ
ど
、
（
『
古
史
徴
』
巻
一
）

こ
こ
で
平
田
篤
胤
は
「
範
列
関
係
」
に
あ
る
「
異
説
」
を
「
正
し
明
し
」
、
「
一

貫
に
見
通
す
べ
く
」
歴
史
を
構
築
し
た
の
で
あ
る
。

　
「
経
」
た
る
フ
ル
コ
ト
の
「
伝
」
と
し
て
の
「
範
列
関
係
」
で
あ
る
説
話
と
、

そ
れ
を
価
値
の
地
平
に
配
置
す
る
歴
史
と
の
関
係
は
な
お
後
考
に
ま
つ
と
し
て
、

本
稿
で
は
そ
の
一
端
と
し
て
の
説
話
の
機
制
を
支
え
る
一
語
に
つ
い
て
考
察
を

　
　
　
　
　
助
字
「
所
謂
」
の
語
性

加
え
た
。

　
　
主

　
（
一
）
以
下
の
行
文
に
お
い
て
、
繁
雑
を
避
け
て
た
ん
に
「
説
話
」
と
し
た
と
こ
ろ
も

　
　
　
あ
る
。
「
説
話
」
と
い
う
語
の
動
作
性
に
留
意
し
た
所
為
で
あ
る
。

　
（
二
）
た
と
え
ば
中
田
祝
夫
氏
校
注
・
訳
『
目
本
古
典
文
学
全
集
　
六
　
目
本
霊
異

　
　
　
記
』
で
は
「
世
に
い
う
古
京
の
時
、
飛
鳥
京
の
時
代
に
こ
の
場
所
が
雷
の
岡
と
名

　
　
　
づ
け
ら
れ
る
に
至
っ
た
由
来
、
つ
ま
り
、
地
名
起
源
に
ま
つ
わ
る
話
の
起
り
は
、

　
　
　
以
上
の
ご
と
き
次
第
で
あ
る
」
と
口
語
訳
さ
れ
て
い
る
。

　
（
三
）
　
『
新
潮
国
語
辞
典
』
「
世
に
い
う
。
い
う
と
こ
ろ
の
」
、
『
角
川
古
語
大
辞
輿
』

　
　
　
「
い
わ
れ
る
と
こ
ろ
の
。
世
に
い
う
と
こ
ろ
の
。
評
判
の
」
、
『
古
語
大
辞
典
』

　
　
　
（
小
学
館
）
「
◎
世
間
で
言
わ
れ
て
い
る
。
世
に
言
う
。
　
す
で
に
周
知
の
。
言

　
　
　
う
ま
で
も
た
い
」
な
ど
と
大
同
小
異
の
記
述
に
終
始
し
て
い
る
（
用
例
は
省
略
し

　
　
　
た
）
。

　
（
四
）
　
田
島
銃
堂
氏
「
正
法
眼
蔵
の
語
彙
か
ら
ー
イ
ハ
ユ
ル
に
つ
い
て
ー
」
『
宗

　
　
　
学
研
究
』
二
〇
号
。

　
（
五
）
貴
志
正
造
氏
「
吾
妻
鏡
用
語
注
解
」
『
全
訳
吾
妻
鏡
　
別
巻
』
一
九
頁
。

　
（
六
）
本
居
宣
長
『
古
事
記
伝
』
巻
六
。
括
弧
内
は
割
注
。

　
（
七
）
　
「
翻
読
語
」
な
る
術
語
は
、
小
島
憲
之
氏
『
上
代
目
本
文
学
と
中
国
文
学

　
　
　
中
』
、
奥
村
悦
三
氏
「
和
語
、
訓
読
語
、
翻
読
語
」
『
萬
葉
』
一
二
一
号
な
ど
に
拠

　
　
　
っ
て
い
る
。
「
翻
訳
語
」
と
な
お
差
異
が
明
瞭
で
な
い
が
、
漢
語
と
目
本
語
と
の

　
　
　
特
殊
た
関
係
を
考
え
て
、
こ
こ
で
は
「
翻
読
語
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　
（
八
）
訓
点
は
正
徳
五
年
刊
本
の
も
の
に
拠
っ
た
。

　
（
九
）
こ
の
こ
と
と
関
連
し
て
現
代
日
本
語
に
つ
い
て
の
、
森
田
良
行
氏
の
次
の
よ
う

　
　
　
な
洞
察
は
興
味
深
い
。
氏
は
「
Ａ
は
い
わ
ゆ
る
Ｂ
だ
」
文
型
の
場
合
、
「
い
わ
ゆ

　
　
　
る
」
の
用
法
は
「
す
な
わ
ち
」
「
つ
ま
り
」
と
似
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五



　
　
　
　
助
字
「
所
謂
」
の
語
性

　
ら
に
「
昭
和
四
十
年
代
の
い
わ
ゆ
る
神
武
景
気
に
拡
張
し
た
事
業
が
、
今
で
は
逆

　
　
に
会
杜
の
お
荷
物
に
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
例
文
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
さ

　
れ
る
。

　
　
　
　
「
神
武
景
気
」
と
は
当
世
世
間
で
名
づ
げ
ら
れ
た
呼
び
方
ゆ
え
、
「
い
わ
ゆ

　
　
る
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
時
が
経
て
ぱ
そ
の
意
味
は
あ
い
ま
い
と

　
　
な
る
か
ら
、
「
神
武
景
気
、
っ
ま
り
（
／
す
な
わ
ち
）
昭
和
四
十
年
代
の
好
況

　
　
時
に
…
…
」
と
注
釈
を
付
げ
た
げ
れ
ぱ
次
ら
た
く
た
る
。

　
　
　
　
「
つ
ま
り
」
や
「
す
な
わ
ち
」
が
Ａ
と
Ｂ
と
の
関
係
を
問
題
に
し
て
い
る
の

　
　
　
に
対
し
て
、
「
い
わ
ゆ
る
」
は
被
修
飾
語
Ｂ
し
か
問
題
と
し
て
い
な
い
。
（
森
田

　
　
　
良
行
氏
『
基
礎
目
本
語
２
』
四
四
頁
）
。

　
　
し
か
し
「
い
わ
ゆ
る
」
が
被
修
飾
語
Ｂ
し
か
問
題
と
し
た
い
と
い
う
指
摘
は
、
少

　
　
た
く
と
も
古
語
に
つ
い
て
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
こ
と
、
上
述
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
ま
た
「
た
と
へ
ぱ
」
に
つ
い
て
は
清
水
功
氏
に
次
の
通
時
的
考
察
が
あ
り
、
参

　
　
考
に
な
る
（
「
〃
た
と
へ
は
”
考
　
　
立
証
意
識
の
変
遷
に
関
連
し
て
１
」
『
名

　
　
古
屋
大
学
国
語
国
文
学
』
一
七
号
）
。

（
一
〇
）
　
前
掲
注
（
六
）
と
同
じ
。

（
二
）
　
括
弧
内
は
割
注
。
以
下
同
じ
。

（
二
一
）
　
こ
の
用
法
を
よ
り
自
覚
的
方
法
と
な
し
た
の
が
、
物
語
に
お
げ
る
「
は
さ
み

　
　
こ
み
」
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
秋
山
慶
氏
『
王
朝
の
文
学
空
問
』
二
二
五
頁
以
下

　
　
参
照
。

（
二
二
）
山
田
孝
雄
氏
他
校
注
『
目
本
古
典
文
学
大
系
　
二
四
今
昔
物
語
集
三
』
三

　
　
八
四
頁
、
頭
注
三
〇
。

（
一
四
）
秋
本
吉
郎
氏
校
注
『
目
本
古
典
文
学
大
系
　
二
　
風
土
記
』
は
也
字
を
池
字

　
　
に
作
り
、
「
諸
本
『
也
』
。
文
意
に
よ
り
『
池
』
の
誤
と
す
る
」
（
五
六
頁
、
脚
注

　
　
６
）
と
注
さ
れ
る
が
、
こ
の
構
文
の
場
合
也
字
で
結
ぶ
の
が
常
態
な
の
で
諸
本
の

　
　
也
字
に
従
っ
た
。

三
六

（
一
五
）
　
貝
塚
茂
樹
氏
『
貝
塚
茂
樹
著
作
集
　
五
　
中
国
古
代
の
伝
承
』
三
三
五
頁
。

（
ニ
ハ
）
藤
井
貞
和
氏
「
コ
ト
ノ
モ
ト
の
消
長
　
　
物
語
の
源
流
考
１
」
『
国
語
と

　
　
国
文
学
』
五
三
巻
八
号
。

（
一
七
）
坂
部
恵
氏
『
仮
面
の
解
釈
学
』
八
二
頁
。
た
お
廣
川
勝
美
氏
『
も
の
が
た
り

　
　
研
究
序
説
　
伝
承
史
的
方
法
論
』
一
六
頁
参
照
。

（
一
八
）
と
も
に
晋
、
杜
預
、
春
秋
左
氏
伝
序
（
文
選
、
巻
四
十
五
）
。

（
一
九
）
　
平
田
篤
胤
の
方
法
論
的
た
評
価
は
廣
川
氏
注
（
一
七
）
前
掲
書
、
と
く
に
八
四

　
　
頁
～
八
六
頁
に
多
く
を
拠
っ
て
い
る
。

　
　
付
記

　
本
稿
は
一
九
八
五
年
七
月
二
二
目
、
立
命
館
大
学
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
説

話
・
伝
承
学
会
七
月
例
会
で
の
口
頭
発
表
に
基
づ
い
て
い
る
。
席
上
御
教
示
を

賜
わ
っ
た
小
南
一
郎
先
生
に
謝
意
を
申
し
上
げ
る
。
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